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第14号

十
二
月
定
例
会

本庁舎の耐震診断は…2Ｐ

いつの間にか消えた集会所…5Ｐ

携帯電話は持たせるな…6Ｐ
出馬は決断したか…10Ｐ

中・津江間をつなげ…13Ｐ

風
船
飛
ば
し
（
十
月
十
七
日
・
池
川
小
）

有機野菜収穫作業（1月26日・日浦）

見
上
げ
て
ご
ら
ん

夢
は
見
る
も
の

目
標
は
達
成
す
る
も
の
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あ
な
た
に
代
わ
っ
て

聞
き
ま
し
た

一 般 質 問

１２月定例議会は、９日・１０日に開催。町長提出の報告１件、条例改

正、補正予算等９件、人権擁護委員の推薦１件、議員提案の意見書２件を

可決。

一般質問は８人が町政の当面する課題に活発な議論を展開した。

答 極めて危険

本庁舎の耐震診断は

耐震診断の結果、危険度が高いと評価された。改造しても使い勝手が悪い。新築には多
額の費用がかかる。さてどうする（本庁舎・大崎）
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本
庁
舎
耐
震
診
断
の
結

果
、
危
険
度
が
高
い
と
報
告

が
あ
っ
た
が
。

梁
、
壁
、
床
、
柱
な
ど
目

視
調
査
で
は
大
き
な
ひ
び
割

れ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

構
造
診
断
で
は
判
定
指
標

以
下
で
、
地
震
の
震
動
、
衝

撃
で
倒
崩
壊
の
危
険
度
が
高

い
。
耐
震
工
事
を
す
る
と
使

で
円
高
、
株
安
、
政
府
も
必
死
で
対
策
を
講

じ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
地
方
は
数
年
前
か
ら

壊
滅
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
を
忘
れ
て
も
ら

っ
て
は
困
る
。

三
位
一
体
の
改
革
、
郵
政
民
営
化
、
農
林

業
は
衰
退
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る

福
祉
切
り
捨
て
、
公
共
事
業
の
削
減
で
建
設

業
者
の
廃
業
等
数
え
上
げ
れ
ば
キ
リ
が
な

い
。平

成
の
不
況
で
解
雇
さ
れ
た
人
々
は
本
当

に
お
気
の
毒
だ
が
、
小
泉
改
革
の
被
害
者
で

あ
る
地
方
は
今
も
必
死
で
耐
え
て
い
る
。

若
藤
　
敏
久

百
年
に
一
度
の
不
況
と
言
わ
れ
る
二
〇
〇

九
年
の
年
明
け
と
な
っ
た
。

昨
年
来
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
も
不
況
一
色
。

都
会
で
は
職
を
追
わ
れ
、
住
む
家
も
な
い

人
々
の
為
に
年
越
し
派
遣
村
が
開
設
さ
れ

た
。
当
然
の
ご
と
く
非
正
規
社
員
を
解
雇
し

た
企
業
に
避
難
が
集
中
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
発
、
世
界
同
時
不
況
の
あ
お
り

議
長
一
口
メ
モ
　�！�

い
勝
手
が
悪
く
な
る
。

大
幅
な
改
造
か
新
築
か
、

議
会
の
意
見
を
聞
き
決
定
し

て
い
き
た
い
。

新
庁
舎
建
設
は
多
額
の
資

金
が
必
要
と
な
る
。

池
川
、
仁
淀
支
所
庁
舎
を

利
用
で
き
な
い
か
。

耐
震
工
事
を
し
て
も
事
務

効
率
が
悪
く
な
る
。
新
築
用

の
基
金
も
考
え
て
い
く
が
、

池
川
、
仁
淀
も
診
断
を
す
れ

ば
耐
震
工
事
が
必
要
と
な
る
。

工
事
中
は
分
散
す
る
時
期
も

あ
る
。

問

橋
本
眞
一

答

総
務
課
長

答

町
　
長

答
池
川
地
域
振
興
課
長

答
産
業
建
設
課
長
補
佐

問

橋
　
本

問

橋
　
本

問

橋
　
本

出
た
と
の
情
報
が
あ
る
が

報
告
は
な
い

答

鹿の食害鹿
の
食
害
で
県
下
は
想
像

以
上
の
被
害
が
出
て
い
る
が
、

本
町
で
の
被
害
、
捕
獲
の
報

告
は
。

報
告
の
届
出
は
な
い
。
鳥

獣
保
護
員
、
猟
友
会
と
連
携

を
と
り
対
応
し
て
行
く
。

安
居
公
園
線
で
ド
ラ
イ
バ

ー
が
鹿
と
遭
遇
し
た
と
聞
い

た
。食

害
が
出
て
樹
木
が
枯
れ

る
と
山
が
荒
廃
し
、
災
害
の

も
と
に
な
る
が
。

猟
友
会
、
地
元
の
聞
き
取

り
を
し
て
検
討
す
る
。

ドライバーが鹿と遭遇したと聞いた安居公園線。食害はま
だ確認されていない。（安居）



借
入
残
高
が
減
額
さ
れ
た

と
は
い
え
、
営
業
面
の
改
善

や
経
営
の
安
定
化
計
画
な
ど

が
必
要
だ
。
今
後
の
見
通
し

は
。ま

た
雇
用
の
場
、
産
品
の

流
通
窓
口
と
し
て
地
域
の
重

要
な
役
割
を
担
う
会
社
に
、

若
い
社
長
を
町
外
か
ら
迎
え

物
質
的
支
援
は
今
回
補
正
に

計
上
し
て
い
る
が
、
精
神
的

な
支
援
は
。

借
入
金
の
返
済
額
が
大
き

く
、
経
営
安
定
化
に
は
一
層

の
努
力
が
必
要
だ
が
、
雇
用

面
で
地
域
へ
の
貢
献
が
大
で
、

地
域
産
品
販
売
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。

関
係
を
強
化
し
、
社
長
が

孤
立
し
な
い
よ
う
支
援
し
て

い
き
た
い
。

経
営
安
定
化
支
援
の
可
能

な
方
策
を
探
る
こ
と
が
重
要

だ
。一

企
業
と
し
て
の
限
界
も

あ
り
、
地
場
産
品
活
用
の
観

点
か
ら
も
関
係
課
と
十
分
協

調
し
て
い
き
た
い
。
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問

福
原
克
彦

答

企
画
課
長

問

福
　
原

答

企
画
課
長

答

池
川
支
所
長

9
月
20
日
に
知
事
と
町
民

9
人
に
よ
る
、
対
話
と
実
行

座
談
会
が
行
わ
れ
た
。

町
幹
部
職
員
の
姿
が
な
か

っ
た
が
考
え
を
聞
く
。

「
仲
間
、
稼
ぎ
、
フ
ァ
ン

を
増
や
そ
う
」
の
3
本
柱
の

活
動
が
農
林
水
産
省
の
「
ふ

る
さ
と
地
域
力
発
掘
支
援
モ

答 黒子に徹して

地域活性化への支援は

デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、

今
年
か
ら
5
年
間
の
助
成
を

受
け
活
動
を
始
め
て
い
る
が
。

主
体
は
住
民
で
、
実
践
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
黒
子
役

に
徹
し
、
持
続
可
能
な
地
域

と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
側

面
支
援
を
行
い
た
い
。

5月18日約40名が集い、約20㎏の釜炒り茶、14㎏の煎茶をつくり、大阪の仁
淀川会で販売（売上7万9000円）した。秋葉まつりの里を元気にする会（別子）

フードプランに、事業拡大資金として町は2000万円の緊急融資をした（一ノ谷）
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地
域
活
性
化
グ
ル
ー
プ

「
だ
ん
だ
ん
ク
ラ
ブ
」
や
長
者

小
児
童
ら
で
棚
田
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
が
、
住
民
力
に

は
限
界
が
あ
る
よ
う
だ
。

受
賞
に
茶
業
組
合
は
自
信

を
深
め
て
い
る
が
、
製
品
茶

の
売
上
を
ど
う
伸
ば
し
て
い

く
か
。

池
川
茶
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
え
た
。
受
賞
の
効

果
を
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
た
い
。

賞
を
励
み
に
名
に
恥
じ
な

い
茶
を
作
る
こ
と
で
、
県
や

JA
な
ど
と
連
携
し
、
農
家
が

自
信
を
持
っ
て
製
茶
し
販
売

で
き
る
生
産
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。

問

福
　
原

答

仁
淀
支
所
長

答

教
育
長

問

福
　
原

答
池
川
地
域
振
興
課
長

問

福
　
原

答

総
務
課
長

問

福
　
原

答

企
画
課
長

答

総
務
課
長

無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
と

き
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
花
の
種
や
苗
、
肥
料
な

ど
の
助
成
を
し
な
が
ら
見
守

っ
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
に
非
常
に
良
い

影
響
が
あ
り
、
全
力
で
支
援

し
て
い
き
た
い
。

今年（12月6日）の「キャンドルナイト」は粉雪の舞う寒い夜でした（長者）

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し

若
者
と
「
女
性
な
ん
で
も
ク

ラ
ブ
」
ら
住
民
が
助
け
合
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に

対
し
、
知
事
は
理
想
的
な
姿

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
が
。

県
下
中
山
間
地
域
の
自
主

防
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
注
目

さ
れ
て
い
る
。
自
主
性
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
支
援
し
た

い
。い

つ
の
間
に
か
消
え
た
森

山
集
会
所
の
整
備
計
画
は
。

地
域
で
検
討
会
を
作
り
検

討
し
て
い
る
。

要
望
書
は
現
在
保
留
中
。

いち早く自主防災を組織。若者と女性が中心となって理想的な
地域づくりを行っている（森山）

昨年8月、農林水産大臣賞を一席を受賞した「池川茶」。
地域振興の起爆剤としたいが。（坂本）
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働
き
か
け
て
は
。

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
も
、
仁
淀
川
町
だ

け
で
は
無
理
が
あ
る
。

十
月
の
研
修
で
、
栃
木
県

茂
木
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
、
た
い
肥
が
で
き
る
ま

で
の
工
程
を
学
ん
だ
。
町
も

取
り
組
ん
で
は
。

ゴ
ミ
は
広
域
で
処
理
し
て

い
る
の
で
生
ゴ
ミ
の
た
い
肥

化
は
、
町
単
独
で
施
設
を
検

討
す
る
段
階
で
は
な
い
。

今
ま
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
物
も
、
可
燃
ゴ
ミ
と
し

て
処
理
し
て
い
た
が
、
分
別

収
集
し
、
売
却
収
入
も
あ
り

一
石
二
鳥
で
あ
る
。

国
、
県
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
設
置
を
前
向
き
に

携
帯
電
話
の
所
持
が
急
増

し
て
い
る
が
、
町
内
の
小
・

中
学
生
の
状
況
は
。

携
帯
電
話
の
所
持
率
は
、

小
学
校
4
％
、
中
学
校
17
％
、

学
校
内
へ
の
持
ち
込
み
は
原

則
禁
止
。

携
帯
電
話
は
、
全
国
的
に

も
学
校
へ
の
持
込
禁
止
、

小
・
中
学
校
で
は
必
要
な
い

と
の
動
き
が
出
て
い
る
。

町
内
の
状
況
も
大
変
よ
い

傾
向
で
あ
る
と
思
う
。

メ
ー
ル
に
よ
る
学
力
の
低

下
、
い
じ
め
、
運
動
不
足
な

ど
が
あ
る
の
で
、
で
き
れ
ば

排
除
、
学
校
へ
の
持
込
禁
止

の
実
現
を
。
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問

野
　
村

問

野
　
村

答

教
育
長

答

教
育
長

問

野
　
村

答

副
町
長

答

町
民
課
長

答

副
町
長

問

野
村
安
夫

校
内
持
ち
込
み
は
原
則
禁
止

携
帯
電
話
は
持
た
せ
る
な

答

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

広
域
で
対
応

答

生ゴミたい肥

生ゴミは、たい肥化してリサイクルしていくのが時の流れ。写真は、昨年10月議
員研修を行った栃木県茂木町のリサイクルセンター（美土里館）

携帯電話。小中学生が持つのは是か非か

携
帯
電
話
に
関
し
て
、
町

の
指
針
を
各
学
校
に
通
達
し

て
い
る
。



本
路
線
は
長
者
竹
谷
地
区

水
源
地
の
上
部
を
横
断
す
る

た
め
、
計
画
時
よ
り
汚
濁
水

の
流
入
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

豪
雨
時
な
ど
に
未
舗
装
部

分
か
ら
の
汚
濁
水
が
水
源
地

に
入
り
、
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。

簡
易
水
道
施
設
の
給
水
区

外
で
、
早
急
に
舗
装
工
事
を
。

作
業
道
で
舗
装
の
計
画
は

な
い
。

間
伐
な
ど
を
行
う
目
的
で

開
設
さ
れ
た
道
で
、
地
権
者

が
維
持
管
理
を
行
う
条
件
で

あ
っ
た
。

給
水
地
へ
の
影
響
が
あ
る

な
ら
調
査
し
検
討
し
た
い
。

て
い
る
。

町
単
独
で
は
難
し
い
と
思

う
が
、
国
や
県
の
事
業
を
導

入
で
き
な
い
か
。

仁
淀
葉
山
線
は
今
年
度
か

ら
工
事
を
行
い
、
22
年
度
に

完
了
す
る
予
定
で
、
接
続
す

る
ハ
ギ
ノ
ヒ
ラ
線
の
改
良
は
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年2月10日発行（7） 第14号

本
路
線
は
林
道
桐
見
川
白

石
川
線
に
接
続
し
、
国
道
が

災
害
な
ど
で
通
行
止
め
の
時
、

迂
回
路
と
し
て
重
要
な
路
線

で
あ
る
。

起
点
か
ら
星
ヶ
窪
入
口
ま

で
と
終
点
約
2
5
0
ｍ
以
外

の
約
3
㎞
は
、
砂
利
道
の
た

め
豪
雨
や
台
風
後
は
路
面
が

荒
れ
通
行
に
支
障
を
き
た
し

問

西
森
久
雄

答

町
　
長

問

西
　
森

答

町
　
長

答 22年度以降の検討課題

林道ハギノヒラ線の
整備を

早
急
に
舗
装
を

作
業
道
で
計
画
し
て
な
い

答

星ヶ窪大峠線

林道ハギノヒラ線の舗装整備は23年度以降に検討すると答弁があった
（ハギノヒラ）

星ヶ窪大峠線。水源地の汚濁が進んできたが（竹谷）


